
積
み
重
ね
た
時
間
を

大
切
に
引
き
継
ぐ

畏
事
葺
苦
屋
慢
が
美
し
い
常
華
寺
の
本
堂
。
rr
c
:
れ
は

す
ご
い
忽
あ
j
と
雷
っ
て
く
れ
る
人
が
掴
え
て
、
う
れ

し
い
限
り
で
す
」
と
、
住
鶴
田
半
田
孝
理
古
ん

I~.
に

こ
や
か
忽
表
情
で
語
り
ま
す
。

今
年
の
5
月
に
、
一
年
聞
か
け
て
行
っ
た
本
堂
の
復

元
改
惜
工
事
が
完
成
し
.
屋
担
や
舛
観
が
2
8
0
年
前

回
江
戸
時
代
に
再
建
さ
れ
た
当
時
の
姿
を
取
り
戻
し
ま

し
た
。
「
取
り
犠
す
べ
き
か
、
残
し
て
生
か
す
べ
き
か

迷
い
ま
し
た
.
新
し
く
建
て
直
す
盤
計
図
ま
で
作
っ
て

い
た
ん
で
す
か
ら
。
で
も
.
郷
土
の
文
化
財
に
群
し
い

先
生
方
忽
ど
の
鼎
心
1
;
>
苗
勧
め
も
あ
口
、
や
は
り
改
修

を
し
て
当
時
の
姿
に
戻
そ
う
」
と
決
め
ま
し
た
。

改
修
に
必
要
な
費
用
に
と
、
茅
ー
草
分
白
書
附
も
幅

広
く
聾
D
ま
し
た
.
半
田
さ
ん
は
今
回
、
改
悟
す
る
こ

と
に
な
っ
て
、
「
笛
古
ん
の
fC
:
の
建
物
を
残
し
て
く
れ
』

と
い
う
、
モ
由
気
持
ち
が
何
よ
D
も
う
れ
し
い
」
と
感

U
た
そ
う
で
す
.

「
こ
の
お
寺
は
み
ん
忽
の
も
の
で
す
が
S
.
こ
れ
か

S
も
皆
古
ん
の
学
習
の
場
と
し
て
大
い
に
活
用
し
て
ほ

し
い
」
と
酉
る
半
固
さ
ん
.
場
内
を
肪
れ
る
人
の
表
情

を
見
る
た
び
、
鳴
し
て
良
か
っ
た
J
と
い
う
確
か
な
手

応
え
を
感
U
て
お
5
れ
る
よ
う
で
す
.



工観光部
斬塵襲の創出と宵成

-新筏術等開尭司医業由6・E量、新産業創出タlし ブ宣握
事業でほ 2.業由国成を決定しまし~.
-産学官連携施控(AREC)やARECプラザ事業E通じて、
新担術や斬産業由創出巳努めています。

雇用対需と就労支掴

・就眠面接室、上田キャリア豆流プラザとの連携巴よる
骨量曜葺弘再抵盟主援セミナ詰ど由司修業を行いましE。
ハローフーヲ上回管内田4月から9月まで田新規就業
者数回、 2，046人でL1:!.o
・高校生白インヲ ンシッブは10月末現在25.難所で36
人11、大学生 1<131 事業所で79人が現場体験をしまし~.
・ハロ フ ヲと共同して一般京聴者、学生、陣害者対

量の就鵬面接会由充実に努めています。

・事業所節聞による相E皇室明、キャリ?コンサルヲント
由派遣草どの睡業相談を行っています。

市では『効率的窓政策推進jと『聴員の..改革」を図る

ため、 B月1日から各館局で平成15年度の目栂を霞定し
て事業を進める「目標管理制度l老夫ヲ トし曹号したず
今年度の目標を立てて事業を進めていますが、 10月
31日で中間期を迎えましたので、目標の遺成状況をお知
5せします。また、 年度車には、今年度の目標の達成状

心 況とその成果をお知己せします。

.，孝しく1<1.市町ホームベージ(http://www.city，ueda

nagano.jp)や市役所本庁舎1殖の行政資料コーナーで

ご覧いただけます。

常備消防体制・纏盤惇盛備・

情報網申充実劃I~
・広場消防一本化により、消防体制田充

実強化を図りまザ。
-立住消防随員を初酌て保用し、 10月から2人ガ上田中央消防
署E配圃と起りました。
11月から聴拠畑害者巴封しFAXCよる情報提供を開抽しま
し担。まE、電予メ ル巴よる119番呈付シヨテムを研究し
ていま"<t.

潤随国金鍾割董蝿ム量軍由充実強化
・97人由斬入団員E封しセミナーを実施し、，帳消陪学校へ28人
由消防団圃を撮遣しまし~.まE、規律割揖 ・ 揖活大会11開
催され、車叩分自11県大吉田小型ポンプ田部で置却しましE。

市民由理解を掃なが5、
地方骨精眠Iftl;:対応した自治体聖
目指す市町村合併笛・e推遭
-新市名称候補草ど基本的革事虞
21項目と住民生活巴密鐙草専務
司医業227項目白調聾万針を確隠しEほか、新市車位計画
由理意と詰る新市将来構想を軍定しまし担。

・ 4 市町村田舎まで由協崎由経過怠どをあ知5ぜする~11>.
市内45か所で市民感股舎を開僅L-~ほか、 4市町村田
吉併Eついて6，000人を剖量E市民軍向調査を行い、約
66%田万ガ質成田置向を示されまし~.

効車的事行蔵書留申推進
・斬~1ð.行政改革大綱E基づく平成15年度から 17年度ま

で白書課岳取り組みを定めた実施計画を4月E療定し、
こ由肘画を行政改革推進畳園会巴朝告して瞳見をい~r.さ

きましE。害後1<1実施計画由推進E努力し、年度末E横
笹・見直しを行い恕115行政法革を革めます.

上国交通E曹IHI串存視に向防た
合憲形成と利用促進
・県知恵と県鶴吉区封し、補曲

制度鉱克等を求める要望書を
埋出する一方、別閉館存続横 1 
E司会鴎E立ち上げ、宣撞方法等巴つじ
います。

• En用線<lf量って践す」ことガ基本であり、上田空通〈韓)
や別所線電車寄続期成同盟主宰と彊慣を取り草がら、

さまざま草利用促進策を実施すると共巳、市臨員有志

巴よるホームベージ申立ち上:tf1éよど由活動E行いまし~.
園遊18，曙バイパス・傭・揖恒雄遭
・上回車時バイパコ、上回パイパコ2期工区白事業を進
めるE曲、国土空過省長野田理g務所と連拠を取り草
がら、地元調聾草どを進酌てきまし~.

地車唖型幽
・神朝地区E盟設予定由「地産地消を縫湛宅するE曲目モ
デル直売所JCついて、地元や関係団体と協詣を進め
ています。
学校給畠E供給する地元圏畜産物由晶目 ・規格由横討

を行い、栽培崎習室を開催しまし~.まE、学校給食

で置も使用量田幸い玉ねぎEついて、塩田地区fr<l'''
E圃軍由皆さんのご協力をいE置き、約60.由作付を
行いました。

鵬垂直動聞
・市内全場で膚遭 ・圃量雇用 '-

由用排水路施股草ど由整

帽を量的、園柑由生活環 ー』ぜM
構改種と生産柱由高い圃々週軍施主

轍曹の確立E醐んで、勝
きまし~.

1丘12，16[2] 



正な予算踊成E心11け、財政規律由
偉持E努めています。
-起慣の発行(市田惜λ童lI~、特例他方置(臨時財政封軍{置・
揖税補てん1薗)丑障窓、 9月補正予算で8.74%と予鎌田10%
以下E加えています。
隈5れたIw.濁申有弛活用による崎憶は予揮・a
-平成16'1'度目事業由実施計画巳基づいて、舎桂由予算編成
で島聖忽事業へ重点配骨します。

・平成16年度白予算編成でI~ ， 重点ブロジェヲトをはじめ横
断的な重要施策Eついてテーマ別白予鱒編成を駅行。
-置用料白見直し目、吉併協揮を踏まえ、畳益と負担白公平

さを苦慮しなが5横討します。

酬甜システムによる輔自古理化

・悶務会計システム由撞i~習期と運用を定量さ信号た曲、
研修を行い、日常業務由草古で習期置田向よE努めました。
茸亜局法由拍車化

・公童取引手数料を抑制するEめ 国・県へ白支払と公共料童(電
気ガス・水道・電話地i外は口座I!¥JZlI<::切り替えましE。

安全‘安心の察官づくJ)申推進
， r上田市畢走族等封策会指」を立ちょげ、 10月ガらパトロー
)~ 1;:行っています。ま;'12月市鶴吉区「畢走族根絶都市
宣曹J1;:煙室しましE。
・畢走脹条例制定E向けて罰則規定詰どを横討し、聾察・
検事庁とj揮を進めています。

寝泊に帝王じE輔型盆艶阻
-ごみ排出量抑品、処理費負担田公平化芭ど由巨晶、燃や
ゼ草いごみ有料}旨定袋噂入巴伴う条例改正室1;:12月市臨

書E提富しましE。
-循理再筑宜主形成田Eめ田各種瞥尭舌動を36回行いまし;，.

安心7安全アおいしい水目
安齢繍

つ

-水道水田安定供給を図る定的、薄氷施飯田改悔や2つ
由理水蝿系統E配水区鴎由見直し等を計画的E進めて
います。

・国ガ定める水質構壷を的確E実施すると共E、施!!!O
監視俸制を強化し、安全性の確揮E努めています。
下水道董塁塁由向上 -圃圃園ー

-経活的で刻宰的芭活水田処理、施股由維持管理を図る

E晶、施設建設等由計画白見直し、横討を進めていま
診。

-平成15年度末由曽及率(75%)の達成を目指し、名工事
在進めています。

[ 3] 1互12.16

生星学習社告由実現
.生涯学習由姐点として整備

二ティ施股I~、工S費約3

曙6.000万円で、 7日23日E起工式を行いましE。平成
16年4月開館予定です。
・上国情報ライブラリ は、現在内装等工事中で、平成

16年4月開館予定です。
心置か草人間形!i!を目指し、..""体を肱ぐくむ徹宵申推量

・平成15年4月、生憧指導専門由指導主穆と支援専門買
をそれぞれ 1人配置しましE。
-不畳校児童生珪数は、平成14牢度上半期E也ベて、小
学校で0.44%、中学校で2.3%減りましE。
・車福田小学校と豊殿小学校巴、県産木材由机と帽子760
セットを導入替ることに決定しまし世。

t云由加告代を創りたい ' 

.各部局の目標に関するE意見ご質問は、それぞれの担当

部局¥目標管理制度に闘すると憲見ご質問は総務部企

画醒(包23.5112)へお問い合わせください.

地域住毘がともに支えあう

地場緬祖申推温
• 15か所で地区曹脱会E開催、
7団体と車見交換を行うとと

もE、9自治会事EモデルEお願いする草ど、基く由市民
自参画を槽草がら地瞳福祉計画由策定を進めています。

・吾宵てサーヲ!L由連絡協議吉田設立や、在宅介護支援センヲ

由連絡会由開催草どネットフ ヲを整備しましE。
いつまでも堕塵主事5せる高齢f雌会由実現
. 9月I<::r市民総吉慢贋づくり計画」由行動計画を軍定しまし;，.
.市民の皆さんo健車づくりを目的巴リーフレットや問手「ス
マイルうえ芭」を作成・全戸配布し、これら由冊予を活用し

芯ガら、健康教室で島近在健康づくりを進めています。

・小規槙ケア胞E量(宅老所)1;: 2か所整備しています。
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一王豊豊里里担豊収入率Eコ予同組

・・E収入泊観

F告側

地方交付税

県支出金

鰭収ス

国庫支出金

鰻入金

市
で
は
、
皆
さ
ん
に
酎
晒
状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
害
年
度
上
学
期
と
下
半
期
の
2
園
、
定
期
的
に
同
容
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
百
年
度
上
半
期
の
会
計
別
個
支
状
況
、
地
方
慣
現
在
高、

市
有
財
産
、
一
時
惜
入
金
の
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
{
平
成
筒
年
9
月
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臼
現
在
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1
万
円
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瀦
は
四
槍
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入
し
て
あ
り
ま
す
1

予
算
現
慣
に
対
す
る
収
入

車
と
楓
行
車
由
グ
ラ
フ

予関現額

醐情領

主丘E
E二コ予闘副
-賓約鴻庫

その他

民生費

土木費

公債費

教育費

商工費

総...
衛生費

農林水産幾費

O 

その他

圃圃園田ー田園圃圃圃曹曹冨男岡田・咽・・澗贋曹F圃圃圃F明標曹司・

1低1.816万円164万円4UWl 

。
一一一一一

3.024万円

37to:K50a万円

2.170.万円

1，741万円

45119.843万円

5.790万円

1.B44万円

24億8.046万円

3.626万円

1.認8万円

4Sfr:4.7.明方向

4.381万円

5，814万円

初鎗5.774万円

4，893万円

4.798万円

108"5図6万円

Hr2.765万円

土地取得事業

塩田有線彼廷・E
事 業

国民健康保険事業

交通災容共演事業

福祉事業センタ
司匹 策

老人保健司区難

問和地区住宅新築
資金等貸付事業

駐車傷事業

m置密書
591億2.070万円46. 万円
637健2，071万円

一般会計
特別会計

〈合計〉

-蓮司固
積立金 44億4.310万円
有価E券 1億2.029万円
出資による権利 lHI7回0万円
土地 255万7，280n1'
建物 35万1.691rrf 
山休 1.911万6.854n1'
住宅

(般地)
〈建物)

6.526万円

38lf5.321万円

5.104万円

4鎗3.112万円

17tt6酷5万円

93tf9 従~万円 149健3.930万円

"億9.19fi万円

8館5.75:3万円

52億3ω8万円

56t14.960万円

3四億3.491万円

市街地再開発事業

介康保険事集

合 計

23万6.717n1'
7方2.S9anf

-s!H翠彊

t 

会 計 名
収 入 主 出

予算現額 関定額行茨 1) 予算現額 契約済額

氷道事業
収益的収支(※ 2) 21億7，326万円 91・9.732万円 ".5，061万円 1日値目，6日日万円
資本的岨宣{※ 3) 6億4.787万円 1憧4，774万円 18慣3.489万円 11億3.314万円

公共事下業水道
収苗的収支 拍億9，205万円 13億2.410万円 33億1.639万円 自信5，316万円

貧本的収支 70億3，268万円 12億8，107万円 自7憶7，771万円 69億9.807万円

産院事業
収益的収宣 21・6，526万円 1億2，453万円 2値8，526万円 1.2，日自2万円
資本的収支 0万円 0万円 60万円 。万円

E排R策水集事落業
収益的収支 自憧1，523万円 1億7，605万円 8億3，881万円 2債4，237万円

資本的収支 7億2，828万円 1傭909万円 8傭1，590万円 3億7，823万円

地方債現在高

。方同

[ 4] 1丘12，16

687健闘621万円

収入が予定されている額
.援の経常的な経営活動の収入支出を示すもの
符ヨ院の経営活動に備えて行う麹霞改良、現在の経営活動公営企業会計
に使われている施慢に係る企業債償還金芯どの収入支出
を示すもの

誤認 1調定額
※2収益的収支
終3貴志的収支



うえだ百現士委員会
マ西軍文入室長ガら市畏へ提冒ーが手置されましE

提置書

輔伸制でスヲートl.Iti:
rョ
提言をいただきました

ー.

1 1月17日伺)、「う した.

今回で3回目となる提言l革、 7月|こ42人の新しし

た芯視点や幅広い活発t"活動の中から、
.西津文人会長在中心に新体制でスヲ 卜し、新

. 
E軍会長|志 住民と行政との協働に向け、切実芯思いをまとめ

己とや、地情団体の絹揖化に向けて「地境づくり会

議所」を作ること、青少年健全育成条例の制定など18テ マ、 45項目にわたりました.

市長は、「会長を始めとする役員や委員の皆さんに対し、真剣に取り組み、提言をまとめていただいたことに感

謝します。提言主てをすぐに実施するというわけにはいきませんが、共に研究をして、で苦るだけ市政に反映し

ていをたい。実行函でも市民の皆さんのご協力をいただきたいJとの考えを示しました.
*提置の内容は、市のホームベージでご覧になれます(URL http://www.city.ueda.nagar、。jp/)。

こんな意見が出ました

うえだ百勇士委員会

5つの隊と
市長との懇談
うえだ百勇士委員会の5つの隊と母袋市長との懇
践が行われました。委員の皆吉んからは、 日ごろ考

えている疑問や質問がたく古ん出古れました。

市民のみんなは意見を発冒する場所や機会があれば、だれもが政治や市役所に

関心者持つと思います。そういった組織をいっしょに作ろうと考えています。

・・{つ苦高い隊)

-市聡員は、現場に出て私たちといっしょに問題に取り組んでほしし、。みん主主それを

[5] 1五12.16

待っています。 ・・・{いきいきいき隊}

ボランティアの人た吉への心配りを忘れないで.

・(しSせ隊)
若い人の突拍子もtI.い話か5でも、すぱ己しいとと
ができると感じています。 ・・(そだて隊1
.陣曹を持つ人と健常者とが交う百で苦る場所があった

ういいですね。 ・・・(みつけ隊)

| +問合せ企首謀'823.5112
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“日常の中で、防犯を忘れす|ご量削耐難画
年末は、各種犯罪や変通事担の畢発11予想されま雪。地場住民、防犯指導員、自治体、聾察、企業、防

犯ボランティ?の方々がー俸とおり、犯罪の銅止活動を推進し、地燭の安全を守りましよう。

害年 1月から9月巴市内で発生し控窃盗の件数は1.286件で、 空き巣・事務所荒らし等の侵入盗の滋害

1<1: 144件、自転車・オートパイ ・自勘車の盗鐙

1<1:360件、 車上狙い ・万引き ・自販機荒らし等

の積書l菖782件と怠っています. r自分も狙わ
れている」という危機感を忘れず区、くれぐれ

も被害巴あわ芯いよう巴注意しましょう.

ー年の暮nもみん恕でつくろ号安心の街町
糊の安全f~‘地縁住民ー人ひと IJ併で!
ー反射材先って安心宅の道~

臨輔嵐矧時韓輔副
0蔵庫曹憶
親子の対話を深める。車やパイヲの改造に注意する。

夜の外出服穫の変化・友人関係に注憲する.

0地膚官肱.走族加入阻止対策として、地爆の住

民一人ひとりが視の気持ちを持昔、他人

の子どもも帥守と思し噂して、安全で

安心怠街づくりをしましょう。

たまり場となるよう怠場所をつく5ない(地援のパトロール
害実施する)。 ギャラリーと怒って彼自をあおる行海をし慈し、

隠してある愚走族パイヲ等を見つけた白書察へ通報する。

「家や車の中をのぞいているJr車をとめて子どもに声をかけている」など、
アレ?おがしい芯?と思った5、記慣が薄れる前に、メモを残し、 上回嘗
察置または近くの交番 駐在所へ連絡をしてくだ古い。

不審者(車)の情報が犯罪検挙につながることがあDます。

-問合せ上小防犯協会連合会回目- I 

私た
国民健闘棚{園欄幅聞の大前財源です!
国保の眉l:t出leI:忘れ1'1;:' 保険税I孟期限内に鏑めましょう!
安心して医環を受けられるよう巴、すべての人ガ国民健康保険(国保)や会
社の健康保険など、いずれ廿の医損保険巳加入することEなっています。特
巴国保の蝿合は、会社の健康保険と遭って、加入や脱退怠ど各種手続きを自
分で行わなければ怠51.主いE曲、忘れずE届け出をお願いします.

・国保の届け出l孟14日以内に
*会社芯どに就殺したり‘退臨した場合の届け出は14日以内に行ってください.
*国保の届け出が遅れると、他の健康保険芯どを脱退した時点(量高3年)までさかのぼって加入していた
だくことに芯口、 度に多額の国保税を納めなければ芯51<>くなります.
*国保脱退の手続きが遅れ、資格が芯くなった後.国保の被保険者置(保険!iE)在使って医療織聞にかかっ
た場合は、国保で負担した医療費を返還していただくことになります.
・国保税を滞納すると?
*督促手数料や、延滞金が加算されます。

キ災害等の特別芯事情がないのにもかかわらす‘納期限1)'51年経過しても滞納を続けていると、保険匝
を返していただ昔、被保険者責措置明・(資格者距)を交付します。医療費の全額を医療槻関の窓口でいっ
たん支払わ怠ければな口ません.
*更に6か月;滞納在続けていると、保険給付を差し止め、滞納している保険税にあてることになります.
事用の納期限肱12月25固です。忘れFに納めましょう。
園保税の納付肱、便利宅砲裏窓口座錨・を刺周しましょう。

.問合せ国保持課回3・~ I 

1丘12.16 [6) 



あ駄の曾服主ですか?
一地震に備えて耐震診断・

耐震改修を進めましょうー
地震に対して‘「わが家」は安全なのでしょうかつ 阪神 淡路大震災では、建築物に多数の被害が生じ、

書くの貴重芯人命が失われました。あ芯たの生命と財産を地震か5守るため、建築物の耐震診断・耐震改修

を実施しましょう。

建績帽は目安心いて生活てきる

よう目地震に対Uて十分担耐力を
持つことが必要です.ます[~.自

分自国てあ培た由曹の霊宝を確か

めてみまUょう.
一融田万ても自分て簡単に耐属

信断がてき吾簡掴陰断パンフυッ
ト「わが恵国耐置髭断襲」があり

ま菅。地盤・趨帽由形・筋かl).

盤町バランスと量・老朽化担どが

チヱツヲポイントてす。

-比較的古い建築物

昭和田年以前の建築物
老朽化b'苦しい建築物

F2里|
比較的古い週第物

-バランスの悪い建築物

1陪の部が駐車場の建築物
大き草吹き誼けがある建躍物
壁や窓の配置が偏っている建築物

.問合せ建築強宅課指導審査係官~引口口(悶 542.1543 11 

24時間隼中編1*

お城ロ第=駐 ご利用を
お城口の再開発に伴い、上田駅周辺が癒わいを増しています。市では、皆さんが安全で快適に駅前施設を

ご利用し、ただけるように、新しくお減口第二駐車場をオープンしました。ぜひご利用ください。

-問合せお嫌口駐輪場管理事務所冒~・ffHf#I

[7J 15.12.16 
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除雪対策に
皆さんのご協力を I

今年も、除雪対策を考える季節になりま

した。降雪や路面が凍結した時、安全な路

面を確保するため、市民の皆さんのご協力

をお願いします。

.問合せ土木課M'1ClIIliDl |目

冬
期
の
路
面
対
策

雷
で
滑
れ
た
路
面
は
、
気
温
が
下
が
る
夜
聞

か
ら
早
朝
に
か
け
て
理
結
す
る
こ
と
が
昂
り
、

ス
リ

y
ブ
に
よ
る
事
故
も
書
く
発
生
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
道
路
を
管
理
す
る
国
・
県
・
市
町

村
で
は
、
冬
期
閣
の
道
路
除
雪
や
車
結
防
止
剤

の
散
布
聖
'
円
い
ま
す
。

市
で
は
、
指
定
し
た
主
要
道
路
町
除
雪
・
車

結
防
止
剤
散
布
〔
題
化
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
)
を
行

い
ま
す
。
地
織
の
皆
吉
ん
に
は
、
地
区
内
町
道

路
や
通
学
路
・
歩
道
写
ど
の
除
雪
を
お
願
い
し

ま
す
。

、

、h
.‘同網"

市
で
は

除
雪
と
凍
結
防
止
剤
の

散
布
を
委
託
し
て
い
ま
す

作
業
は
、
指
定
し
た
主
要
道
路
と
峠
過
を
中

心
に
、
除
雪
難
者
が
次
の
よ
う
草
場
合
に
行
い

ま
す
。

①
除
雪
作
業
は
通
常
、
幹
線
道
路
町
積
雪
が
叩

間
(
峠
道
で
は

5
0を
超
え
る
時
に
は
、
そ

の
つ
ど
除
雪
し
ま
す
(
1次
出
動
)
。
ま
た
、

引
き
続
き
降
雪
が
予
惣
さ
れ
る
場
合
は
、
指

定
し
た
補
助
幹
線
道
路
も
除
雪
し
ま
す

(
2

次
出
動
)
。

大
雪
時
は
平
坦
性
の
確
保
を
第
一
に
、
現

場
を
確
認
し
て
状
況
に
応
じ
た
除
雪
作
業
在

行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
雪
の
堆
積
ス
ペ
ー
ス

が
隈
ら
れ
る
狭
い
道
路
の
除
雪
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
理
結
防
止
剤
の
散
布
は
、
路
面
が
理
結
し
て

い
る
時
や
、
理
結
の
恐
れ
が
串
る
時
に
行
い

ま
す
。

謀
機
織
の
管
理
よ
、
指
定
さ
れ
た
路
線
以
外

に
も
散
布
す
る
場
合
が
串
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
高
結
防
止
剤
の
残
量
の
有
無
に
よ
る

も
の
で
、
そ
の
つ
ど
散
布
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す。

③
除
雪
作
業
は
大
型
機
械
を
使
用
し
ま
す
。
路

上
駐
車
や
路
上
に
支
障
と
な
る
物
を
置
か
な

い
よ
う
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

④
除
雪
担
当
者
は
、
常
に
天
候
を
見
主
が
ら
出

動
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
除
雪
や

車
結
防
止
剤
を
散
布
す
る
彊
転
手
も
、
朝
の

t 

通
勤
・
通
学
時
間
に
間
に
合
わ
せ
る
よ
う
努

力
し
て
い
ま
す
が
、
作
業
を
完
了
さ
せ
る
に

は
、
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
.

歩
行
者
空
間
の
除
雪
は

み
ん
な
の
力
で
/

①
除
雪
白
要
望
の
全
て
を
行
政
で
行
う
こ
と
は

で
き
ま
甘
ん
。
ど
う
し
て
も
地
域
ぐ
る
み
の

怠
加
・
協
力
が
必
要
で
す
。
生
活
道
路
と
歩

道
な
ど
の
除
雪
や
車
結
防
止
剤
の
散
布
は
、

地
績
の
皆
さ
ん
や
自
治
会
で
お
願
い
し
ま
す
。

②
車
結
防
止
剤
は
自
治
会
を
通
じ
て
配
布
し
て

い
ま
す
。
必
要
な
場
合
は
土
木
謀
応
急
工
事

係
{
E
n
・
2
1
3
4
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

揖
除
雪
・
連
結
防
止
剤
散
布
指
定
路
線
は
、

土
木
慢
と
豊
隠
・
塩
田
・
川
西
申
告
主
訴
に

掲
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
l
ム

ベ
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
.

(
才
淳
司
¥
¥
愛
者

g
gグ
、
目
指
am
コω
@
ω
2
0
』
司
¥
)
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上田市消防団音楽隊
結成30周年記念で演奏会
よ田市消防団音楽隊の結成30周年記念演奏会が、 11月30日(日)

よ田市民会館で開催され‘記念すべき節目の演奏を行いました。

演奏会には、県内外の消防団関係者や市民の皆古ん、約1.00白人
圃圃圃圃F一一司曹司圃 が集ま口、ヲラシッヲ曲の「アルルの女」第三

消防

組曲をはじめ、宮崎臨古んのアニメ曲や、美

空ひI<J:'J古んの名曲芯どバラエティに富んだ
曲が数多く演奏され、大昔芯拍手が送うれました。

上田市消防団音楽隊は、昭和48年9月に主国で3番目、県内では初めて結成された歴

史ある消防音楽隊として、消防百年記念全国大会での天覧演奏、姉妹都市の鎌倉市、出

石町との交流ー友好演奏会、市内各地のイベントでの演奏会など、市内外での演奏活動

を通じて予防消防に貢献しています。

Eイク陪・ラッパ隊、
東京ドーム出場

自治体消防55周年記念
自治体消防制度が発足し、 55周年を迎える記念式典が東

京ドームにて‘ 11月20日(木)天皇陛下及び小泉総理などの
多くのご臨席のもとに開催され、上田市消防団のラッパ隊と

バイク隊、総勢57名が式典に出場しました。

ラッパ隊は、大会旗入場行進と、最後の大会宣言に演奏を

行いました固

パイク隊は、特別演技に出場し、 55周年に古なんだ55

台のパィヲのうち15台を運転し.大会に華を添えました。

ラッパ隊の児玉隊長は、「消防団員を続けてきたことによっ

て、とのよう芯晴れの舞台に出

場することができた。また、大

勢の観衆の前で、演奏すること

ができてとても感動した」と語っ

ていました。

女性消防隊irペナテス』隊員も
岡崎募集

消防団は、地域密着性、要員動力員及び即時対応力者有し、大規模

災害時をはじめとして、地域の安全確保のために大きな役割を担って

います。現在、消防団を取口巻く社会環境の変化は著しく、団員の減

少が続いています。地域の消防・防災力を向上させるため、消防窃員

を募集しています。

私たちと一緒に地械のために

活動しません点?

[ 9 1 15.12.16 

上田市消防団事務局

〒386-0024

上田市大手二丁目7番16号 826・0119

園23.6901



INFORMATION傍帯ラ乏だ、UEDA

信
ご庄担

I辰 寮・千 曲 寮
4砂入療生募集 4・ E 

星野県の高校出身者(男子}で、 平成16年に首都圏の4年制(医 ・歯学は6年制)大学に入学を予定している

人を対象に寮生を募集します.どちらの寮も由緒と歴史が宿り、置秀草人材を輩出しています。また、営利

事業でない公益法人のため、寮賓が非常に安〈牢っています.詳しくは茜寮へお問い合わせください。

寮の名称 l 財団法人信州学生協会信章寮 財団法人干曲寮

所在地 東京司l/J、金井市東町3-17-43 東京都鷹市下連雀6-6-30

入寮金 40，000円 (翌年2月+末保ま40Eで，0金DのO4円在0，0寮00者円には遅却)

(部屋代‘朝40夕，00貴0円代程、度供用貧富む)
40，000円(1人部屋)

( ) I I毎月の寮費 35，000円個( 2人部屋)
( 2貴付、個室 ・ 人使用の電気代IJsIJ)

募集人員 約百人 約15人

間古せ
ft!1lll 0422・32・5479 ft!1lll旧2・246. 0726 

EメーJレ;shinano@george24.com Eメール:chikumaryo@parkcitv.ne.jp 

ウィークエンドリサイクルの実施庖舗が変わります
平成16年1月から次のとおり変更になります。

この他、 平成16年の資源回収に関することは、12月1日号広報うえだ差込の

「資源回収年間力レンダーJをご覧ください。

回収時間日程 実施庖舗(変更前) 実施届舗(藍更後)

第1土曜日 ツjレヤ大屋庖 ツル上ヤ回大庖屋(盾
マツヤよ回后(Jif西) マツヤ 川西)

O 11第2土壇日 西友秋和庖コ西ア友塩三田好庖町盾 西西友友三秋好和町信庖
Aコープ

第3土曜日 | マツヤ上回インター后 やおふく古ア里塩庖
やおふく上堀庖 Aコープコア田庖

| やおふく上場庖 やおふッくピ上ン堀グ庖セ
第4土曜日 しおだ野ショッピングセンター しおだ野ショ ンター

10:00-12:00 
(回収時聞の前後は、資源を
出さないでください)

| ・問合せ廃棄物対策課官!!'l・0蹴 |目

消費税が変わります/
~新たに課税事業者になる方に~

。平成16年4月1日から

<>総額表示が義務付けられます。

@平成16年4月1日以後に開始する楳税期聞から(平成17年分)
。事業者免税点引下げ r3，000万円=今日OC万円」

。簡易課税制度の適用上限の引下げ r2億円=珂川口万円」

※事業者免税点や簡易課税制度の適用上限は前々年分

(平成15年分)で判断します。

詳しくは、上回税瀦署ft22・1234へお尋ねください。

市'11よぴ市・錨買の
あいさつ~;出すζとができません
法律事により、市民および市輸会1111
などの盛職にある昔俗、布民の皆さんに

年賀状などの「あいさつ拭』を出すことが

で@ませんので、 ご理解Fださるようお
願いU志す「ただ日:--i官民の皆さんから
いただいたものに対する自筆による寄礼

のものは除かれます.

平正15年12月 上岡市民

上腿市親会

15.12.16 [ 10 1 
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-・・ョ::t弓1;'ft~~1:司唖昌三部:- 創業支援助成金のご案内
新たに創業を検討中の方へ

遠くへ行きたい
~東信州古都めぐり (亜)~

.受給資格者創業支援助成金(申請はハローワークへ)

雇用保険の受給資格者が創業し、創業後1年以内に労働者を雇い入札、

雇用保険の適用事業の事業主と立った場合に、創業に要した費用の 部

を助成するものです。
日本テレビ

12月21日(日午前7時30分-8時
.高年齢者等共同就業機会創出助成金(申請は雇用開発協会へ)

45歳以上の高年齢者3人以上が、共同してj法人を設立し、 45歳以上の

労働者を雇い入札て、継続的芯雇用 ・就業の機会を創設した場合に、事
・旅人 女慢・越智静香さん

・海野宿や別所温果、市役所に飾っ

てある別所線の模型も量場します。
業開始に要した経費のうち、 定範囲の貨用について支給します。

.市役所

(塩田 ・川西・豊融支所)

12月27日出から来年1月4日

(日)まで、市役所由業務は休みに

なります。

なお、戸籍の届け出(出生・

死亡など)は、市役所宿直(本庁

舎西側入り口)で扱います。

また、自動交付機は、 12月29

日(聞から来年l月3日出まで休

.地域受皿事業特別奨励金(申請は産業雇用安定センヲーへ)

地域に貢献する事業(9種のサ ピスと地方公共団体からのアウトソー
シンク)を主主事業として法人在新たに設立し、設立力、ら 1年以内に65

歳未満の非自発的離職者を3人以上雇った場合に、創業経賓と雇い入札

の宣援をします。

.支給要件、支給額等の詳細については、各機関にお問い合わせください。

ハローワーク上田 宮0268・23・86凹

長野県雇用開発協会 f!026.226・4684

産業雇用安定センター宮0570・005・440

.各施設の年末年始の休業日

量二畳二宣 罰

図書館、
創造館分室

真田太平記館、博物館、
山本鼎配念館、
信濃国分寺資料館

アクアプラザ上回

日 下記以外の施設の休量目は12月27日出~来年 1月4日側!

休→業日(太字I~曹聾日)

12月27日出-1月 5日開
休館中、図書館への本の返却は、正面
東口玄関入口の返却ポストへ。

12月29日開-1月3日(t)

12月28日間-1月 1日附
1月2日圃-3日出由宮革は
午前10時~午韓4時30升

止となります。 I市民会館、文化会館、
・水道修理 し 創造館

|マルチメディア情報セン夕 、
木諸官の凍結などの水道事故 ( 市民プラザ・ゅう

は、水道故障当番庖へ[当番庖 r-----::::守ι 【守
尼童館・児童センタ

がわからない場合は、市役所宿 ト」二三- ニ三一

直室(f!22・4100)へお問い合わせ
I 相染閣

ください]0 市民竺空三竺一卜場
・公共施設案内・予約システム 1;.星斎場

公共施設案内・予約システム

は12月鈎日開)から来年1月3日| 室賀温泉吉さらの湯

田まで体止となります。 I 年末年抽の曽車時間
(4自由からは平常曽革)

上園地域広信義連合広報紙

12月29日間-1月3日出

12月28日間-1月6BI:kI

12月29日間-1月 4日目

12月31日附-1月 1日肘

12月31日附E午-1月2日掛正午

12月 29目倒!と 1 月 1 日同- 3 日出I~
午前6時-8時・午前10時~午撞5時の営畢
12月30目出と31日酬は
午前6時-8時の曽聾

Eijil3翠置
[11] 1五12.16

について、上図劃造館にある住民親等自動空付機のご利用できる自に鼠りがありました。
12月29日・ 30白隠ご利用できませんので町正してお詫びします。
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...司...司...-........._-司....司........・司..司F司..司..司..噂司.......--...噂圃司F・.司..................................................

対象となる方 金額 主桔方法

平成5年4月 1日から平成15年3月31自の間技L夫料が公週務塵年死亡した
10町年国圏債直ことにより平成15年4月 1日において公務助や 童等を 画面20万円

受けている方
戦書者等

平方成8年10置終年置置を終えた軸冊成病8者年事特別桔付金間を畳夫けていたの曹
で、平成5'l'4月1日から平 9月お四日の に が料公務死 額面180万円 10の年回慣世週
亡したことにより、方平成15年叩月 1日に いて公務按助 や遺族 -60万円
年金等を畳けている

職父走母者等の
平成5年4月 1日から平成15年3月31自の聞に子E扶i、a方孫助が料公務死雄

5の年園慣慣置亡したことにより、氏平を成同百じ年く4月 1日において公務 や週 画面10万円
年金等を聖け、かつ する子も障も有しなL

1丘12.16[12) 

.1月の粗大ごみ回収日
1月17日出…クリ四ンセンター駐車楊
回収時聞は午前10椅~正午。処理費用{実費}がかかります.
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、
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掛
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蜘
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・
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境
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チ
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p -'  ーー・ 『血-';"'~- I

『 ιι~ 検査件数j 不件合数格 不合絡率
体温計 964 13 1.3% 

血圧計 124 7 5.6% 

ヘルスメタ 5 1 20.0% 

キッチンスケル 。 o 
その他 1 1凹.0%

合 '十 1，094 22 2.0% 

、

※病院学校等が全体の54.8%
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ワ
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・
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が
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史

叩
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携
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テ
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折
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復
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。
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1月10自国ー西友秋租庖.西友三好町直
1月17日出ーやおふ〈盲皇居‘ Aコープコア温田居
1月24日出やおふ〈よ沼信、しおだ野ショッピングセンター

-ウィークエンドリサイクル1月の日程
回収時間隠午前10時~正午(時間厳守).

11.のぴん、缶、古紙、古布が蜘管ます.1丘12.16[ 13] 
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い
。
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か
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一
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力
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文
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人
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る
」
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催

• •• 宮室黒宝池暗に状書を会目よすたる田 内と
A l:!田丁上師考を置はに指りす、車市甫容こ

草?撃き妻即寺号zE童与警官毒恒星E「ろ午楽
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ヲいろに酋0;女れの目z蕗 9 日
間ゆ
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6 6霊ス聖書委ろま果随量制毒他料ろ午東主再在五
揖壊しキご f立豆曹 T年 B・E・スlへ申需主桂年よ唾・コ
主主主 l自宅書量れ田昌ノl量主き芸品占造量王5
4 選スく駐は原宍 13・・ー・ 2， 1しみ孟館 3017潰嗣 Jレテ
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ド 太太ゲ岨成・E留目 。什 。0; 杢 帽 し
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…
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叩
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什
日
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日
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込
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・
期
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草
1
月
4
日
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5
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午
憧
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日

岡
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他
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に
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…
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入
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あ
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ま
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。
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問
料
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。
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日
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葉
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。
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経
t
e
p
τ
7
d
，S
Aム

he

“n
n
i
a
T
'
r
e
 

“R
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化
急
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1
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F
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p
f
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f

・

今
回
の
成
人
式
は
田
和
田
年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
田
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
が
対
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と
な
り
ま
す
。
上
田

市
に
住
民
登
損
さ
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て
い
る
方
に
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年
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車
内
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送
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ま
す
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学
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な
ど
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踊
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車
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茸
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催
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ま
す
。
こ
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冨公民露地区校学中

タ

贋村

己主著セ

ン

理噴
ンター

文化セ中央・西部中・二中・三中

上野が丘中五

上回創造盟ホ ル城南・川li!!i田中・六中

1丘12.16[14) 

JAモルティしおだ

上回ロケ情報はこちらのホームベージからご覧に芯れます。
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3-4週間の間隔で3回接種

・接種料金

無料

・持ち物

通知(①の対象者のみ)、母子健康手帳、体温計、予

診票(赤ちゃん手帳に添付。体温以外は記入して持

参)

・注意事項

風しん予防接種の注意事項をご覧ください。

.乳幼児個別予防接種委託医療機関

の追加について
凱幼児の個別予防接種が次の医療機関でも受けられ

るように在りました。
「で可圃圃-守ー『・- 恒国F 寸一

医療機関名

.ツベルタリン反応検査・
BCG予防接種(集団接種)
のお知らせ
・対象者

よ田市に住民票がある人、または外国人畳録をして

いる人が対象lこEります。

①平成14年10月 1臼~平成15年3月31日生まれのお

子古ん

②ツベルクリン反応検査を 1回も受けていないお子

さん(ただし、 4歳未満)

③ツベルクリン反応検査で陰性と判定されたが B 

CGを接種してしないお子さん(ただし、 4歳未満)

・接種方法

ツベJレク 1)ン反応検査を行い、 48時間後に判定して

陰性のお子さんにBCGを接種します。
なお、体調等の都合でBCGを接種でき在かった場
合は、判定後2週間以内であればBCGの接穫が可
能(ツベルクリン反応検査力、らやり直す必要はあり

ません)。

.受付時間

午後 1時30分-2時1日分

・持ち物

母子健康手帳、予診票(赤ちゃん手帳に添付。体温

以外は記入して持参)

ー注意事項

①予防接種を受ける前に赤ちゃん手帳の予防接種の

説明をよくお読みに在り、誤りがIJ.いよう予診票

は正確にご記入ください。

②体温は会場で測定し予診票に記入してください。

③治療中または経過をみている病気がある場合には

主治医に前もって相談し、診断書または意見事を

もらってください(当日接種医が参考にして接種

の可否を決めますので接種でき在い場合もありま

す)。

④生ワクチン(ポリオ、おたふくかぜ等)接種植は4

週間以上、不活化ワクチン(三種混合等)接種後は

1週間以上経過して力、ら受けてください。

⑤対象地区の日程で都合が悪い場合には別の日程で

受けてください。

.日程

会場 ツ臣 BCG 地区

中央公民館
平成月刷17 6年 平成月闘19 6年

東部南鶴
1 日 1 日

続下(中村千曲町
川辺町会館

除く)

神く)科(豊島・金井除上野が丘公民館
1月刷14日 1月嗣16日

神川|地区公民館 神川

西部地区公民館
1月制20日 1月国22自

西部 塩尻

川辺町会館 川辺条泉除国く()上田原・
下Z

上野がE公民館
1月嗣21日 1月掛23日

糊豊科殿(長島・金井)、

川西社会タ福松 川西
セン

中央公民館
1月27日 1月間29日

中央、北部

塩凶母子健康 ωd 
中塩周センター

機下(中村・(千上幽田町原)、
川辺町会館

2月削3日 2月同5日
川辺・泉困 ・
下之条}

塩図偲子健康 東別所塩園、 酉塩田、
センター

中央公民館 2月凶10日 21l開12日 予備日

-お湾をやめたい方お出かけください
百薬の長と呼ばれるお酒も、飲み方によっては「ア

ルコ ル依存症」となります。

「アルコ ル依存症」は、癖や習慣でなく病気です。

思い当たる方は、医師の診察を受けること力U必要で

す。またアルコール依存症の方が集まり飲酒体験を語

り、 1日1日断酒している会があります。

お酒をやめたい方、家族の方お出力、けください。

団体名 会場 日時 事加者

断君主 よ田午市後勤毎7労週時者木四福曜分祉~日セ9ン時タ 本人
軍族

上田市車ふれあい福祉毎センタ
A'A 毎月 1土曜日と 週時水曜日 本人のみ

午桂7時-9

上田市ふれあい福曜祉センタ
毎週時木 目

アラノン 午桂 11'¥30升-3時 家脹のみ
聾週月曜日
午憧7時30分-9時

Ml1iaa璽置 E報うえだ12月1日号p.19の睡眠時間の自安につき、 r6時聞から8時間とれるとjの後には 「いいですねU が続きます。 訂正しお腔びします。
1互12.16[16]
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保健ガイド
| 健康推進課(ii23-8244)

-風しん予防接種(個別接種)
のお知らせ
.対象者

よ田市に住民票がある入、または外国人登録をして

いる人が対象になります。

①平成14年 1月 1日-9月30日生まれのお子さん

②平成13年12月31日以前の生まれで禾援種のお子さ

ん(ただし、 7歳Bか月未満)

※①の対象者には12月中旬頃通知を送付します。

・実施期間

平成16年 1月5日目)-3月31日制

※医療機関により休診日が異在りますのでご注意〈

ださい。

・実施場所

委託医療機関(個人通知、もしくは平成15年度保健

ごよみをご覧ください)

.接種回数

1固

・鑑種料金

無料

.持ち物

通知(①の対象者のみ)、母子健康手帳体温計、予

診票(赤ちゃん手帳に添付。体温以外は記入して持

参)

・注意事項

G U D 

①予防接種を受ける前に赤ちゃん手帳の予防接種の

説明をよくお読みください。

喧事前に医療機関に電話予約をしてからお出かけく

ださい。

喧体温は倭種の直前に測りますので、お手数でも体

温計をお持ちください。

④生ワクチン(ポリオ、おたふくかぜ等)接種後は4

週間以上、不，舌化ワクチン(日本脳炎、インフル

工ンザ、三種混合等)接種後は1週間以上経過し
て力、ら受けてください。

-三種混合1期初回予防接種(個別接種)
のお知らせ
.対象者

上田市に住民票が布る入、または外国人登録をして

いる人が対象になります。

①平成15年4月 1日~平成15年9月30日生まれのお

干さん

②平成15年3月31日以前の生まれで末接種のお子さ

ん(ただし、 7歳Bか月未満)

※①の対象者の方は、 12月下旬ごろ通知をお送りし

ます。

・実施期間

平成16年 1月5日伺-3月31日嗣

出医瞳機関により休診日が異写りますのでご注意く

ださい。

.実施場所

委託医療機関(個人通知、もしくは平成15年度保健

ごよみをご覧ください)

・接種回数

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1・・・・・・・・.

1月の乳幼児健康診査・教室 I 

1>呈付時間

cr乳幼児健康診査午後1持-1時45分
骨2歳児教室午後l時-1時15分

山岳、<2}とも午後O時30分以前の受付は い 歳6か月
できません。

1>持ち物 I 3 歳
cr乳幼児健康診査母子健康手帳、健康
診査票(赤ちゃん手帳の中にあります I 2歳児教室
ので配入してお待ちください。3歳児

は自宅で視力・聴力検釜を実施して、

結果を記入してください)、パスタオ

ル、おむつ、街ブラシ(I蛾6か月児)。

3歳児は、尿検査の容器をお送りしま

すので、お持ちくださも、。

<2}2歳児教室母子健康手帳、おたずね
用紙、歯プラゾ、コ ップ、おやつ代

(実質)、おやつ周はし フォークなど

とお皿

1>問合せ健康維進鶴("23・8244)

.111酉祉会福祉センター{趨困・111貫主砲Eの方のみ)
ロ
】
口
】
-

U
却
一

月
月
一

一月一

月
一か一

か
一6

一

4
一歳一
ー

15.8.16-9.15 
14.5.16-7 .15 

※温園 川西勉区の2歳泥教室と3媛県健E会以、 2月に行います。

(市内の委挺医療機関)

1個別10か月 )1月5日-31日 I15.2.16-3.15 I 
※対象者に'"個別に通知します。鮮しくは、健康維道標ハ.
※年始陪医療機閣で休診目が実主主りますので、ご確飽ください. 

• ........................................................................................・
[17] 15.12.16 

|「歯がはえたら教室」の日程は12ページをご覧くださいロ | 
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母控市長がF行政に対する

皆さんのご意見を直接お聴

きし 「生活者起点Jの市政
運営の委参考にさせていただ

く「市民と市長の日」を開

催します。怠加を希望され

る方はお申し込みください。

・と き 1月27日出午前10時~正午
・ところ 市長室(市役所本庁舎 3聞き)
.対 象市内在主か在勤の方(グルプでも可)
...人数 5人欄)
.想敵時間 1人咽〕につき20分程度
・申込み はがき・ FAX'Eメールのいずれかに必要事項を配
入し、 l月8日同まで[必着]に申し込んでくださも、
・記入事項 Q;住所Z氏名骨年齢3l職業ID電揺番号唖癒したい
内容(jfj政に聞すること〕を記入してください。なお、グルー
プでの申込みの場合は、怠加人数と代表者の住所 ・氏名など
を記入してくださL、。
.申込先
「はがきJ"o甜6-8601上岡市役所秘書課内「市民と市長の日J係
fFAXJ四回・5111上回市役所初書課内「市民と市長の日」係
rEメール」 アドレス hishoka@city.ueda四割問 lP

(件名を「市民と市長の日申込み」としてください)
圃その他 応募者多数の掛合は、倒還をさせていただく場合が
あります。開催Bのー週間ほど前に、申込みの結果を金貝の
方にお知らせします。
.間合tt 総書課(宮22・4100困1112)

広報うえだに封するご意見・ご聾望は、秘.際広報担当(e38Eト田01よ国市大手 1-11.16 
またはEメール koho@citv.ueda.nagano.j同へお寄せください.

児 童 相

4聖子細

人権・悩みごと相続

麗 地問 題 相談

f 
1月14日嗣
9:30~11:30 

1月四日刷
日0"'11:30

こころの繍談

「痴ほうJの繍磁

介盤なんでも相叡

行政相 殴

児 童 相 談
毎週土晦日
13:30-15:3C 

毎週水曜日
10:00-15:00 

1月10日出
10:00-12:00 

結福相 級

保険・ 年金相銀

融資 ・経世"・
特別個 餓

女性法 律 相殴
{贋予約}

1月22日嗣
10:00-12:00 

毎週月~金曜日
9 :00"'21:00 

女性 総 合相 骸

女性総 合相 敏

{諸問野ん

生活環境課
(包直通23・51四)

4
1
0
0
 

健康推進課
(O直通23・82判)

高齢者介護課
(O直通23・5140)

星野行政評価事務所
(包凹6・235・11凹)

社会福祉協峨会
(D27・80叩)

社会福祉協鰻会
(包22・3082)

上回商工会礎阿
(ft22・450ω

市民プラザ・ゅう
(ft27・3123)

納期限12月25国側
・国民健康保険観 6期

・固定資産税 3期

便利で確実な口座振替のご利用を

市税等の夜間・休日窓口を開設します。
収税螺 623屯117 高齢者介讃課 宮23・6246

国保年金課 623・5118 児童保育課 623・5132

市税・国民健康保険税・介護保険料 ・保育料の夜間・

体日納付窓口を開設します。

当日は、納付のほ力、相談もできますので、 ζ利用く

ださい。

・とき

-ところ

収税課・国保年金諜市役所本庁舎1階
市役所本庁舎は、平日の午後E時30分以降と土 日

曜日は、本庁舎西側の通用口をご利用ください。

高齢者介護課市役所南庁舎 1階

児童保膏課上田市福祉会館1階

15.12.16 [18] 
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大会
11月25日(火)、日中友好中学生交流車球大会が市民体育館で行われ、市内町中学 ・高校生と

中国・河北省の中学生が交;mぷ吉在行いました。

この大会は、長野県と中国・河北省の友好提携20周年を記念して行われたもので、河北嘗か

ら中学生卓球選手団を招吉、長野市・須坂市・伊都市・松本市・上田市・三郷村の6か所で試

合が行われました。

シングルス・ダブルスの試合を行い、上田市町選手l主主かなか勝てま甘んでしたが、世界で

もトップレベルの実力を持つ中国の同世代の選手との対戦は、とてもよい経験に牢りました。

ています。
面積は日本のおよそ2分の1、長野県のおよそ14
倍の大ささになります。人口じ率的6，800万人です.
省都は石家圧市(人口約920万人)。
1983年、吉村県知.，<当時)を団長に星野県日中
友好訪中国が河北雀を友好訪問・友好提携に向けて
準備で合意。 11月11日に星野県に強曙光省畏(当時)
を迎えて長野県と河北省の友好県省締結が行われま

[19) 15.12.16 
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n 

し

子どもたちの犠々な悩みを解消するため、市

内の全小中学校には、心の教室相談員や生活

相談員、スクールカウンセラーや心の相談員芯

ど、いすれかの相談員を配置しています。

また、今年度から、教育委員会事務局に新た

に生徒指導専門の指導主事、不登校児童生徒支

握専門員を配置しました。普段の学校生活や家

庭生活の悩み芯ど、お気軽にご相談ください。

学校には(心の教室相談員など)
児童生徒の鰭々芯悩みの相談を受ける相談員

で、小学校の段階から不登校‘いじめ等の問題へ

の早期対応を図ることを目的としています。

相談員は、教職経験者をはじめ教聴を目指す若

者等の中か5適任と思われる方を選任しています。

第三者的立場で児童が悩みを話せ、ストレスをや

わらげるととができると考えています。

~ e 

教育委員会には佳言型2213f内
指導主事と宣援専門員は学校訪問や家庭訪問

を行い、教師、保護者.児童生徒、相談員芯ど

の相談を受けています。

また、不登校の児童ー生徒についての相談拡

ど、小中学校と決め細やか芯連携をと口芯が

5指導を行っています。

| ・問合せ学校教育課 823・5101

1丘12.16[20 1 



第2岡
上回城跡保存整備計画策定委員会開催

上回城跡の整備計画を策定する「史跡上回城跡保

存整備計画策定委員会」白第2回自由金告が、 11月

21日樹、市民会館会議室で行われました。

今回は、昨年度から実施している本丸南櫓下尼

ヶ淵の石垣暗復工事由工法などについて検討し、

現地調査を行いました。こ白石垣瞳復工事は、今

年度と来年度で実施する予定です。

また、今までに行った発掘調査の結果を検証し、

整惜のための課題について検討しました。

委員会は今桂2回程度開催し、平成16年度と17

年度白 2か年で上田城田保存・活用に閲する盤備

計画を策定する予定です。

-l尚一=院荘一…一一
....................................・・...・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...・・・・..............................

上田市教育相談所
上田市教育相鍛所は、子どもの教育についての各種相肢を受け

付けています。相談は、専門的主立場から助言のできる相談員が

行っています。心配ごとなどありましたら、お近くの相談所へお

気軽にご相談ください。

「学校へ行かれ牢いJr学校生活での心配ごと」な
ど、手どものさまざま立問題をともに考え、助言・撞
助してL、く“教育相続"を行っています。相殿方法は

直接来所していただく方法、電話による相霊長 E-Mail 
による相訟があります。

また、指導主事が学校に出向き、児童・生徒の指導

方法等についての相談在行う牢ど、学校との連携を図っ

ています。

面撞相談

電話相政

学校へ行かれない児童・生徒の皆さんがいっしょに

学習や運動のできる“ふれあい教室"活動をしていま

す。学桂・聖庭との連揮を密にしながら、児童生徒の

学校哩帰に向11， 人人の拭況に応じた指導を行い
ます。それぞれの子どもの状瞳を見容がら、 1日の日

課や活動内容を工夫し、主に集団活動を通して学ぶこ

との華しさ、充実感を実感させます。

(21] 15.12.16 

左だち・異性のこと、身体や性のこと、学校に関す

ることなど膏i少年の皆さんの悩みに吾える“上田市青

~年相談専用電話"が上回市教育相談所内にあります。
担当の先生が皆さんの悩みをお聞きします。もちろ

ん秘密監守です。気軽にお電話ください固

ご軍族のかたの相談でも結構です。

・膏生年ハローダイヤル ..22・8080

.開所日 月曜日~金曜日の午前9時~午後4時
(土・日曜日、祝日はお休みです)

.E-mail kVoikusodan@city.ueda.nagano.jp 
・ホームベージ
http://肌剛αty.ueda.nagano.jpjgakkokvoikujgakko_004.htm

.常磐城相続所

"386-0027常磐城6-3 -29 
宮27・日104

-上田原相骸所
e>386-1102上田原1081-3
"23・6821

( 



群読発表
城下小PTAサークル「なぞかけ鬼」

市民ci)森スケート場
| 12月1'1!日比)は入場料無料
.営業期間・時間

12月20日出~来年2月15日回(休業日は12月31日

附・ 1月1日附)午前9時~午後4時3日分

.料金

大人750円、中牢生以下・付添人300円、来就学児

無料(下の割引券もご利用ください)

・貸軒t料金 1人 1
群読は、詩歌や文章や古典を7留を合わせて分説する活

動。たくさんの声を響き合わせながら、子どもたちの心

と体を拓く文化活動です。

域下小学校体育館では11月17日明、本を題材にして、

群読を熱心に取り組んでいるお母さん方のサークル「魔

法のランプJによる群読「なぞかけ鬼」が行われました。
ステージ上でのお母さんたちの迫力ある出技。鮫てい

た子どもたちは物語の世界に引き込まれそっでした。
… 一 一 〉唱一
市民の森スケー卜場入場割引券
上田市民 1人1回に限り200円割引

大人

中畢生以下

付添人

平成16年2月15日嗣

J田市
有効期限

-
け
月
定
例
会

u月
5
日
嗣
開
催
し
た
日
月
定

例
会
由
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

審
譜
事
項

一
上
田
市
旧
宣
教
師
館
管
理
規

則
の
一
部
政
正
に
つ
い
て

上
田
市
旧
宣
教
師
館
の
休
館

日
を
変
型
す
る
案
に
つ
い
て
審

議
し
、
車
認
し
ま
し
た
。

大人

中学生以下

付量人

平成16年2月15日(同

よ国市

市民の森スケート場入場割引券
よ田市民1人1回に限り200円割引

有劫期限

x 

λ 

教
育
委
員
会
の
動

き

文
-H-

Z文

品
円
四
回
瞳
晴
昨
陣
h

川
阿
川
旧
打
川
回
同
国
倒
閣
同
~

短
歌
ェ

1
0
2首
俳

句

1
6
8句

川
柳

1
3
8句
計

4
0
8
作
品
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秋

和

井

上

客

英

子

母
逝
き
て
二
度
目
の
秋
に
氷
雨
降
り

墓
石
洗
い

L
母
を
想
え
り

芳
久
保
且
昨
昭
在
日

儲
成
年
月
山
塩
の
世
を
辿
り
き
て
い
ま
晩

躍
に
両
手
を
合
わ
す

小

泉

消

水

悦

男

稲
作
を
止
め
て
よ
り
日
々
の
照
り
降
り

に
こ
こ
ろ
諌
〈
な
り
既
に
秋
め
〈

佳

作

岩

下

岩

崎

キ

ク

い
〈
ば
〈
の
自
由
ど
趣
味
を
得
た
り
し

が
な
す
す
べ
も
な
〈
膝
を
患
う

富

士

山

山

寺

勝

世

時
雨
や
み
述
書
す
そ
よ
り
晴
れ
ゆ
け
ば

紅
葉
に
し
る
〈
情
景
は
映
ゆ

愛
宕
町
中
井
比
奈
江

十
五
年
職
場
に
通
ひ

L
-』
の
道
を
今

日
を
限
り
と
ペ
ダ
ル
潜
ぎ
行
〈

小

泉

間

島

ナ

ミ

ヨ

戦
争
な
ど
も
は
や
無
か
れ
と
念
じ
つ
つ

吾
が
膏
春
の
来
し
方
地
問
、
》

岡

丸

悶

俊

雄

給
付
攻
機
婦
ら
ぬ
機
車
見
送
り
し
開
聞

岳
は
幸
そ
の
ま
ま越
戸
羽
生
田
め
ぐ
英

ぼ
ん
や
り
と
街
路
灯
占
る
こ
の
夕
べ
石

蕗
咲
〈
あ
た
り
明
る
み
て
見
ゆ

鈴

子

叩

聞

隆

畳

逃
れ
て
も
ま
た
亘
リ
来
る
ア
キ
ア
カ
ネ

枇
由
理
浴
び
て
わ
が
肩
先
に

須

川

手

旗

喜

代

子

出
棺
を
程
根
越
し
に
て
見
送
り
ぬ
コ
ス

モ
ス
伏
せ
る
肌
寒
き
朝

国

分

山

総

魁

恵

智

子

秋
霜
に
鳴
き
も
悲
し
き
揖
蝉
の
明

B
を

も
知
れ
ぬ
命
を
ぞ
思
‘
ゎ

符
感
性
と
知
性
の
調
和
の
と
れ
た
畳

歌
を
望
み
ま
す
。

選
者
除

政
権
党
に
は
重
き
マ
ニ
フ
ェ
ス
卜
菅
氏
主

む
わ
十
あ
ふ
?
と
乗
る
有
権
者
多
〈

生

塚

本

原

山
町
駅
長
露
に
電
車
を
送
り
出
す

千

曲

町

神

原

熱
帯
魚
玄
を
亡

i
'今
朝
白
糸
、

北
大
手
町
中
田
被
和
夫

涯
の
鴨
ヰ
き
章
に
動
き
せ
ば
め
ら
る

中

野

本

木

せ

っ

こ
れ
を
見
に
来

p
d宮
嶺
迫
り
け
り

佳

作

征an 

経
戸
羽
生
凹
め
ぐ
華

街
路
灯
ぼ
ん
や
り
占
ゼ
晶
石
蕗
の
花

保

野

前

水

ゆ

き

子

今
朝
最
初
出
会
ひ
し
人
と
冬
の
虹

常

問

問

礼

子

戸
主
主
蚊
い
っ
き
に
お
号
ヲ
秋
の
暮

国

分

工

藤

じ

ゅ

ん

米

-
合
磨
い
で
独
リ
の
冬
の
月

築

地

倉

海

昭
夫



『上沼市誌JJ
4るさん fl ょう ，9~'

よ田市誌を読む.

市誌編さん室E
1- ・l!lWl 目

『
k
岡
市
誌
』
両
行
の
盟
年
か
ら
は
、

市
誌
に
関
心
を
持
つ
人
た
ち
が
巾
:
心
に

な
っ
て
「
続
み
合
わ
せ
」
や
「
幅
聾
の
こ

ぼ
れ
話
を
聞
く
」
、
「
市
器
が
儲
か
れ
た

事
を
実
地
に
見
聞
す
る
」
会
な
ど
が
、

グ
ル
ー
プ
や
公
民
餌
な
ど
の
主
曲
で
開

か
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
異

色
な
グ
ル
ー
プ
の
川
西
郷
土
研
究
会

(全
日
1
1
0名
)
を
制
介
し
ま
す
。

研
究
会
が
尭
足
し
た
の
は
昭
和
お
年

と
古
く
、
こ
れ
ま
で
主
に
川
西
地
繊
の

歴
史
や
文
化
財
の
研
究
を
し
て
き
ま
し

た
。
平
成
日
年
か
ら
は
、
川
西
公
民
曲

主
催
の
生
涯
学
習
市
民
大
学
「
川
西
地

媛
大
学
」
が
附
か
れ
、
川
西
郷
土
研
究

会
も
こ
れ
に
事
加
し
、
広
く
上
回
の
自

然
・
歴
史

・
文
化
に
学
び
な
が
ら
地
他
県

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
共
通
意
融
づ

く
り
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

平
底
同
年
か
り
生
涯
学
例
市
民
主
乍

「
ふ
る
さ
と
再
売
見
」

l
市
誌
を
謹
む
ー

に
変
わ
り
、

一
般
の
方
の
参
加
も
櫓
え

て
き
ま
し
た
。
市
誌
の
執
筆
者
や
編
集

委
且
を
講
師
に
迎
え
、
市
誌
へ
の
理
解

を
深
め
な
が
ら
郷
土
に
桜
し
み
と
狩
り

を
持
つ
こ
と
を
目
的
に
し
ま
し
た
。

生
畦
学
期
口
市
民
大
学
は

5
年

H
に
人

E 
E 

り
、
山
誌
を
晶
む
調
山
崎
も
3
年
H
に
屯
勺

て
い
ま
す
。
年
間
山
講
耐
聞
が
聞
か
れ
、

歴
史

・
近
唖
代
史

-
H
然

・
文
学
な
ど

の
内
容
が
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。
参
加
者

は
一
講
座
叩

i
却
人
で
す
が
、
年
間
に

は
延
べ

一
一
百
数

1
人
を
教
え
て
い
ま
す
。

多
加
者
か
ら
畳
地
帯
の
感
想
を
聞
く
と
、

上
田
市
誌
は
分
か
り
ゃ
す
く
、
し
か
も

身
近
な
こ
と
が
書
い
て
あ
う
て
非
常
に

観
し
み
や
す
く
感
じ
る

・
市
臨
の
講
座

を
畳
け
る
よ
う
に
な
勺
て
、
あ
わ
て
て

市
誌
を
購
入
し
た

・
受
講
す
る
た
び
に

街
し
い
尭
且
が
あ
り
、
改
め
て
巾
誌
を

謹
む
よ
う
に
な
っ
た
・
川
西
の
こ
と
は

あ
る
程
度
知
っ
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た

が
、
講
師
の
先
生
か
り
話
を
聞
い
て
ま

だ
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た

・
市
誌
を
執
筆
さ
れ
る

先
生
方
が
賢
料
を
拠
め
ら
れ
る
際
に
大

変

v品
刀
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
真 講座豊橋風畳

巾
え
を
時
求
す
る
盛
に
感
動
し
、
苦
か
れ

て
い
る
文
阜
の
裏
に
興
味
が
わ
い
た
・

孫
か
ら
川
西
の
歴
史
に
つ
い
て
聞
か
れ
、

市
誌
を
調
べ
て
菩
τ
え
る
こ
と
が
で
き
た
・

地
質
や
気
候
に
つ
い
て
は
全
く
知
ら
な

か
っ
た
が
、
講
庵
で
担
わ
れ
て
か
ら
自

然
現
象
に
も
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た

井

沢
二
三
会
長
(
布
躍
)
に
お
聞
き

す
る
と
、
川
曲
郷
上
研
究
企
で
は
市
民

大
学
で
学
ん
だ
-
』
と
を
儲
か
め
る
た
め

年
i
岡
地
峻
に
出
て
坦
倹
な
ど
し
て
い

ま
す
。
学
習
し
た
こ
と
を
実
地
に
見
回

し
た
り
、
調
べ
て
み
る
こ
と
は
大
聖
に

意
味
が
あ
る
と
会
員
た
ち
は
宮
勺
て
い

ま
す
。
文
北
財
や
遺
跡
、
世
場
文
書
や

区
有
文
轡
な
ど
、
学
習
に
は
こ
と
欠
き

ま
せ
ん
。
ま
た
都
合
に
よ
勺
て
謂
雌
に

出
席
で
き
な
か
勺
た
人
に
は
、
吋
日
の

質
料
や
置
聾
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
開
け

て
、
金
且
の
つ
屯
が
り
を
図
り
、
共
通

の
宜
曲
が
持
続
さ
れ
る
よ
う
に
心
街
け

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
苦
山
昭
夫
公

民
館
長
も
「
皆
さ
ん
が
歓
心
に
受
講
さ

れ
て
い
ま
す
。
学
習
は
み
ん
な
の
チ

ム
ワ
!
ク
が
あ
う
て
一
人

一
人
の
レ
ベ

ル
も

t
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
・
っ
か
。

こ
れ
か
ら
も
"
』
の
講
座
を
大
事
に
育
て

て
い
き
た
い
で
す
」
と
暗
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

※
『
上
田
市
誌
』
の
見
本
は
、
止
の
書
屈

に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
置
く

だ
さ
い
。
平
林
堂
書
底
、
同
上
田
原

庖
、
平
聖
堂
上
回

E
、
向
上
回
し
お

だ
野
居
、
薦
厘
置
底
上
回
大
厘
直
、

同
よ
回
し
お
だ
野
居

む
E
有
林
維
茸
栽
培
者
乞
事
②

総

厄

町

大

石

燃
あ
つ
の
煮
込
み
う
ピ
ん
に
唐
辛
子

小

成

木

村

ン

モ

冬
迎
ふ
世
へ
ば
仕
舞
ふ
婦
つ
け
て

東

前

山

内

寸

ふ

み
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能
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も
飛
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み
と
も
に
舞
か

川

辺

町

北

村

畳

晶

子

公
園
に
噂
ふ
子
教
多
草
?
ヤ
」
ワ

刷
天
神
町
飾
域
車
晃
子

山
的
場
町
婚
行
列
の
霊
山
子
か
な

住
吉
が
丘
街
地
典
子

ザ
ザ
と
落
葉
あ
ち
ら
に
吹
か
れ
又
も
ど
き

れ

緑

が

丘

畑

ア
ル
バ
ム
は
著
く
て
あ
り
L
秋
罪
む

丸

場

長

谷

川

書
ひ
と
つ
我
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追
を
什
〈
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の
事

遺
書
吟

切
株
の
し
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に
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る
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か
な

和
人

国

分

今

呂

志

油

伸

子

晩
畿
の
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が
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を
唱
え
も
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杭
ず

続
久
保

竹
下

利

雄

主
唱
{
も
残
リ
し
am
は
花
畢
ん

手

掛

場

樋

口

千

伎

子

や
が
て
住
合
庵
か
士
入
れ
墨
掃
除

佳

作

常
儒
官
険
機
小
林
ま
つ
子

一
つ
聞
き
一
つ
忘
れ
て
明
日
疹
生
き

自

分

酋

沢

の

り

子

リ
ッ
ク
背
に
買
物
畢
ね
る
ス
ニ

l
カ

八

木

沢

中

沢

{骨
子

• 
治

コ
ス
モ
ス
が
会
話
L
て
い
る
昼
下
が
け

上

沢

繍

悶

ま

ゆ

み

泣
き
一
英
い
訴
の
カ
か
家
族
の
和

富

士

山

西

沢

渇

智

秋
空
に
第
九
を
畦
ヲ
事
う
か
に

長

島

土

毘

朝

栄

背
を
流
し
眉
揮
む
孫
の
カ

-Z

別

所

山

本

セ

ツ

コ
ス
モ
ス
が
囲
み
咲
い
て
る
無
人
駅

置

井

小

市

修

一

お
守
り
の
よ
ヲ
に
安
協
テ
y
ン
ュ
畏
れ

芳

川

町

娘

口

益

干

し
な
や
か
に
レ
ル
疹
量
る
健
司
舵

小

ぬ

安

蔵

信

伎

冷
や
君
を
ぐ
っ
と
飲
み
ほ
す
大
棟
梁

上

野

中

村

幸

子

秋
理

Lダ
イ
エ
ッ
ト
什
干
肥
り
す
ぎ

小

泉

古

見

先

峰

勝
つ
程
に
人
買
高
ま
り
株
を
上
げ

伊

野

山

赤

羽

象

予

冷
え
予
防
腹
巻
つ
け
て
ち
召
し
華
え

岩

ド

長

谷

川

明

晶

萄
人
形
過
去
の
文
化
を
近
〈
早
。

斎

久

保

荻

原

一
字
づ
っ
拾
い
醍
み
す
え
虫
時
鍵

週
者
吟

最
き
入
れ
の
音
へ
刀
匠
血
疹
鼻
め

買

2月号の役稿方途
はがきに①短歌 ・俳句

川柳の~J司氏名(ふりがな)
申自治会名曲電話番号を配

入のうえ来年1月15日冊必
普で上図布教育垂員会「教

育うえだ」係(e386-0025上
田市天御2-4-74)へ。
Eなお、作品に媛しい冨賓

がある場合はふりが芯をつ

けてください。 恒
峰
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上回市の

三好町は千曲川に架かる上回構力ち西へ延びる

園道143号蹄沿いの町で‘明治23(1890)年の

上回福瞳工IC伴い、
上田かう松本!こ適

じる県道(現在の国道143

号線)ができたととにより発

展してきた町です.

ことに郵憧居ができたの

が明治36(1903)年で、昭

和43(1968)年に新しい

局舎ができて移転したのち、

倉庫として利用され、取口壊

されすに今日|ζ至っています

(写真1).

この郵恒局吉は間口3問、

時計事情墨撃で、屋損
は寄棟造で犠E葺と草って

います.

正面の中央を出入口とし、

ここに寄蹄鉄板重苦端註つ!才てい訂.I!tの冊こ1志向」
マークの鬼働切られて、野局で踊ことを示しています.

また庇の持吉送D童異も酒落たデザインと草ってし暗す(写

真2).
旧郵宙局舎の同壁は下見板張り窓は上げ下げ窓、軒は化

粧板強口として外観Id:}羊且に堕え5れていますが、内部は、
和風と在っています。間取口は奥行の前半部分が穆輯室、後

半には畳監苦の部屋が2重股げ己れています。
餐に向かつて右側に下屋を増築していますが、その部分

の升壁も下見板張口として、正面舛観力、 体として聾えられ

ています.

上田市内に残る近代建築としては梅花幼稚園(大手町〕

旧宣教師館(下之郷リサーチパーヲ内)とともに置も古い建

築に入る貴重草建物です.

L 12m川~JJ 511 fj'i.ヂベシトムルダ:1E各種相殴乳幼児健康惨査第については本号または1 1~ 16目号をご覧ください.

21 巴

月

23 火

24 水

25 木

26 金

m 目

" 月
火

水

パソコン相談室(1な叩-/;メディアランドUED.叫
綾子「おしめ(しめ縄)J作り (9;30- ー 13カO~/J窪田の館}
重賞温東ささらの渇「餅っき体厳・大会Jrしめなわ作
りJ(9;30-/室賀温県ささらの渇)
インターナショナルクリスマスパティ 砂P.12

天皇S量生日

国民年金保険料出張徴収・納付相談
(13:30""'19:00/よ田商工会様戸時)

由民会事金保険料出張磁収納付相談
(13:30-19:00/上田商工会随所)

ウィークエンドリザイクル(10回......12:00/やおふく上
極居、しおだ野ショッピングセンター}

尼言言

'" 元旦

した.いかがでしたでしょうか?肉容

も別所織や子ども.会芯どを取り上げました.と"いえ、まだ市民

の箇さんの表情をうま〈紹介できてい珍い怠あと反省の日々 .でも、

広緩紙で皆さんと市役所をつなぎたい ーそんなことをモット に

新年を迎えたいと恩います.こんな"'...みたい 1新しいコ ナ

を作って 'など何でも1/;織.お便り待ってます.小笠原}・r操にで生まれてきたに何不足Uそんな策の句を思い出し診がら、
ついつい通販のカタログに包をやる年の.れ.広緩..に標わり

B.月が経ちました.取紛の帳、後くごIti力してくださヲた方、本

当にありがとうございます.来年も、市民の皆さんの盗、声が霊場

する録画づくりにご笛力くださいmし-1...百頑)

.年の麺を迎え、今年も残りわずかと怠りましたが、皆さんにとコて

2凶3年"どんな 1年だったでし.う命、

すぐそこまで来ている続年が鑑さんにとってさらに良い"まとなり、

広磁紙でも難しい箆周が多〈取り上げられるよう願っています.
{訟崎)

1丘12.16[24] 
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